
   

 

令 和 元 年 ６ 月 ３ 日 

総合政策局国際物流課 

 

ラオス国立大学の学生及びラオス公共事業運輸省等に対する 

物流に関する集中講義の実施結果 

～ 物流人材の育成を通じたアセアン地域の経済成長にむけて ～ 

 

本人材育成支援事業は、公益財団法人 SGH 財団の協力のもと、佐川グローバルロジステ

ィクス株式会社の教育担当社員 3 名を講師として迎えて実施しました。 

 

本講義内容では、ラオス公共事業運輸省の職員に対して日本の物流政策の立案方法及び物

流に関連する法律の紹介、現地物流事業者等に対して倉庫管理及びフォークリフト運転方法

等の物流オペレーションに関する講義、そしてラオス国立大学の学生に対して 5S や人員・

顧客管理による業務改善方法等に関する講義を実施しました。 

 

講義のなかでは、受講者とラオスにおける物流品質改善に向けた積極的な意見交換がなさ

れ、今回も本講義の実施について高く評価されました。 

 

国土交通省では、日本の質の高い物流サービスをアセアン域内に展開していくためにも現

地の物流人材の確保・育成が不可欠との認識の下、今後も官民連携による物流人材育成事業

を引き続き実施していくこととしています。 

 

結果概要につきましては、【別紙】をご参照下さい。 

 

 

 

 

 

総合政策局国際物流課 福原、市野 

電話：03-5253-8111（内線 25425、25426）、 03-5253-8800（直通）、 FAX：03-5253-1559 

日アセアン交通連携の枠組のもと、ラオス国立大学の学生及びラオス公共事業運

輸省等に対して今回で 3 回目となる集中講義において、物流専門家による物流実務

の知識・ノウハウを提供し、今回も受講者より高く評価されました。 

また、ラオス公共事業運輸省での開講に先立ち、公益財団法人 SGH 財団とラオ

ス公共事業運輸省との間で、本講義を定期的・継続的に実施するための協力覚書を

締結しました。 



   

【別紙】 

＜結果概要＞ 

 

(1) 実施時期： ①令和元年 5 月 16 日（木）から 5 月１7 日（金）の 2 日間 

 ②令和元年 5 月 20 日（月）から 5 月 24 日（金）の 5 日間 

 

(2) 実施対象： ①ラオス公共事業運輸省・業界団体・民間物流事業者の実務者 31 名 

②ラオス国立大学工学部にて物流を専攻する 4 年生 48 名 

 

(3) 実施場所： ①ラオス公共事業運輸省 訓練センター 

 ②ラオス国立大学 

 

(4) 実施内容： 

【①対象講義】 

(1) 物流概論（日本の物流政策、日本の物流の変遷等） 

(2) 物流オペレーション（倉庫管理方法及びフォークリフト運転方法等） 

【②対象講義】 

(1) 物流概論（日本の 3PL、通販物流、物流新技術等） 

(2) 物流オペレーション（人員・顧客管理、5S、業務改善等に関する物流実務） 

(3) 講義内容に基づくディスカッション、プレゼンテーション 

 

＜協力覚書締結の様子：ラオス公共事業運輸省＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜講義の様子：ラオス公共事業運輸省＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜講義の様子：ラオス国立大学＞ 

 


